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１　はじめに（自己紹介・大学在学中について）
　私は本学を2009年に卒業し，その後看護師として
病院の一般病棟や ICU，テーマパークの救護室で
勤務しました。そして2016年から，東京都の大森赤
十字病院の ICU で勤務をしています。本院は国際
救援非拠点病院で，私が入職した時点では国際救援
要員は一人もいませんでした。私は2019年10月から
2020年３月までバングラデシュ南部避難民支援事業
に保健要員として従事しました。
　私自身，大学に入学した頃はあまり国際活動につ
いてよくわかっていませんでした。大学４年生のと
きに国際看護学の授業を受講し，中でも先進医療に
興味があったのでアメリカに行きました。コロラド
大学 看護学部の学生と交流した際に，卒業後はど
うするの ? どんな看護師になりたいの ? 大学院はど
うするの ? と聞かれました。その時私自身は国家試
験を突破するばかりを考えていて，その先のことま
で考えておらずとても驚きました。国が違うと同じ
看護師を目指す者でも，考え方が違うのかと感じ，
彼女と話すうちに，もっといろいろなことを知りた
いと感じ，国際的に視野を広げるきっかけになりま
した。そして私は，赤十字の一員として国際看護を
学び続け，あらゆる世界に目を向け，成長し続けら
れる人になっていきたい，という考えを持って大学
から臨床に飛び出していきました。

２　卒業後から国際要員になるまで
　国際要員として登録されるためには，決められた
研修を受講します。まずは e-learning で赤十字運動
や原則，安全管理について全て英語で学び，最後に
テストを受けます。そのテストに合格し，必要な英
語条件（TOEIC 730点以上）を満たすと研修を受
けることとなります。この研修の修了をもって晴れ

て国際要員として登録されます。
　登録前に，私は大阪赤十字病院が主催している復
興開発支援の体験ができる海外スタディツアーに参
加しました。このツアーでは，フィリピン・セブ島
の台風復興支援事業を通して保健要員の業務を理解
し，実際にローカルコミュニティを歩いてハザード
マップの作成を通して，コミュニティヘルスについ
ての理解を深めました。
　緊急救援の方で言いますと，大阪赤十字病院が主
催している ERU 体験ツアーというものがあります。
このツアーでは診療所テントの設営をし，レイアウ
トを考えたり，現地での調査や会議の体験をしたり
します。
　次に要員として登録されてからの話となります。
派遣までの間にはいくつかの専門研修を受講しま
す。私はこの中の４つを受講し，これらの研修を受
講しながら派遣へのスタンバイをしました。
　また国際要員としてどんなキャリアが必要かとい
う質問がありましたが，どのような事業に携わるか
にもよるので，一概には言えません。専門性であれ
ば，例えば，母子保健であれば助産分野，紛争地域

令和３年度 
日本赤十字広島看護大学国際交流委員会主催特別講演会

あつまれ　未来の国際救援仲間たち！

日　時：令和３年11月30日　13：30〜14：30
場　所：日本赤十字広島看護大学　講堂（ソフィアホール）
講演者：大森赤十字病院　看護師　木村仁美氏
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国際要員って？

• 日赤では、国際救援・開発協力に従事するスタッフのこと
を「国際救援・開発協力要員」（国際要員）と呼ぶ

• 医師、看護師、助産師、薬剤師、理学療法士、臨床工学
技士、臨床検査技師、事務管理要員など、多岐にわたる
人材を対象として実施される研修を修了することで、国際
要員として登録される

• 活動内容は、国際的な規模の自然災害やパンデミック等
の被災者、また難民や紛争地の犠牲者などに対する医
療支援をはじめ、コミュニティに対する衛生知識の普及や
防災能力の向上など
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は保健医療支援事業を実施しました。事業にはそれ
ぞれ事業計画，事業目標，達成目標（アウトカム）
があります。私は診療所の担当でしたので，診療所
における５つのアウトカムの達成を目指して活動し
ました。アウトカムの中では，具体的に何をいつ実
行するのかということを計画しています。この予定
と目標に沿って活動を進めていくことが要員の業務
になります。そしてその計画した活動ができている
か，ということを定期的に評価します。基本的には
アウトカムに沿って活動が進められているのか，進
められていない場合は何が問題となっているのか，
改善することは何か，と考えながら現地のスタッフ
と共に業務を進めていきます。
　では，実際に保健要員は診療所で何をしていたの
かと言いますと，そもそも診療所では一般診療，慢
性疾患，母子保健，創傷処置などを診察していまし
た。その診察は現地スタッフが行い，保健要員はヘ
ルス会議や報告書で得た最新の情報を共有し，患者
対応や感染症対策，薬品や物品の管理，消火訓練や
サイクロンに備えた災害の対策，各部門や業者との
連携，質の高い医療が提供できるようスタッフやボ
ランティアへの教育，訪問者対応，施設自体のメン
テナンスなどを行っていました。
　アウトカムの中でも，特に力を入れたのは NCD

（Non-Communicable Disease：高血圧・糖尿病・
COPD・喘息といった慢性疾患）患者のフォローアッ
プシステムの強化です。診療所と隣接のコミュニ
ティヘルスが連携して患者さんが確実に継続治療を
受けられるような働きかけをしました。現地でどの
ような方達と働いていたかと言いますと，日赤から
はプロジェクトマネージャーが１名，診療所担当と
コミュニティヘルス担当の保健要員がそれぞれ１
名，またバングラデシュ赤新月社からのスタッフが
いました。避難民の方々による現地ボランティアも
71名いました。

での医療支援であれば手術室経験，現在行っている
中東の病院支援であれば救急外来や感染管理が求め
られているのではないでしょうか。基本的には病院
で取得できる，実践者ラダーⅢ，国際ラダーⅠを目
指すと良いと思います。看護以外で言えば，エクセ
ルといったツールを使うスキルですとか，日本語で
も英語でもビジネスメールや企画書・報告書が作成
できるように今のうちから慣れておいた方が良いと
思います。また，今からでも勉強できることや，参
加できるものについては日赤本社 Web サイトのみ
ならず，国際救援拠点病院が発信している情報が
SNS でも多くありますので参考にしてください。
　キャリアや海外での経験というのは赤十字以外で
もできることはたくさんあります。国際要員になる
までに，私はワーキングホリデーで行ったオースト
ラリアでアシスタントナースとして勤務したり，
NGO で海外に医療ボランティアとして行ったりも
しました。

３　派遣活動の実際
　私はバングラデシュ南部で避難民支援に従事しま
した。
　国際赤十字運動全体における支援動向から，日赤

登録後・派遣への道のり〜専門研修〜

CH：コミュニティヘルスの基礎知識、関連

事業のケーススタディなど、知識の取得を
目指す
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PSS：Health ERUにおけるPSS活動の
基礎知識、PFA(Psychological First Aid）
の基礎知識の取得を目指す

熱帯医学：熱帯医学の基礎知識、熱帯地
域特有（マラリア等）の疾病の診断・予防
方法等を理解するとともに、予防接種計
画立案能力を習得する

PCM：援助団体等が開発援助プロジェクト

の中で使用する事業計画の形成立案方
法、評価モニタリング方法等を習得する
（事業内容について理解できる）

バングラデシュ南部避難民支援の背景

2017年8月にミャンマーのラカイン州で発生した暴力行
為により、隣国バングラデシュ南部に70万人の避難民が
流入、それ以前に同地に流入していた避難民20万人と
合わせ、90万人が緊急の人道支援を必要とした。

これを受けて、地元バングラデシュ赤新月社と国際赤
十字・赤新月社連盟は救援を開始、日赤も2017年9月以
降、基礎保健ERUを出動させ、要員を派遣した。
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Outcome１ 医師、看護師、助産師による患者管理が向上する

◎NCD（Non-Communicable Disease：高血圧・糖尿病・COPD（慢性閉塞性肺疾患）・
喘息）患者のフォローアップシステムの構築→診療所とコミュニティヘルスとの連携
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診療所スタッフとCMsとのミーティング
医師からCBHFAボランティア

への勉強会

NCD患者用のノート型カルテの作成と運用

コミュニティヘルス
へのアプローチ

診療所での動き

保健要員の業務
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日赤では TOEIC730点がボーダーになります。私は
新人看護師の頃から英会話教室に通い，TOEIC も
定期的に受験していました。もちろん，働きながら
勉強もできるのですが，一度海外で働いてみたいと
思い，オーストラリアにワーキングホリデーに行き，
１年間働きました。今も続けているのは，通勤時に
BBC のラジオを聞いたり，医療英語をオンライン
で学習したりしています。医療英語については，病
院で外国人患者さんがいらっしゃったときの対応
や，医師が記載した記録を読むときに役立っていま
す。他にも好きな音楽の歌詞や映画のセリフを覚え
るくらい聞いたり，ゲームを英語でプレイしてみた
り，日常的に英語を取り入れつつ楽しみながら学習
しています。皆さんも興味があるトピックを英語の
記事で読んだり，英語で動画を見たりといったこと
をしていただくと，おのずと学びになるような楽し
い学習方法になるかと思います。
　少しでも皆さんのお役に立てればと思い，お話を
させていただきました。いつか国際の舞台で皆さん
と一緒に働ける日を楽しみにしているので，頑張っ
てください。

　ここまでは赤十字・赤新月社についての説明でし
たが，避難民支援に関わる機関は他にも多くありま
す。ヘルスについてだけでなく，治安維持や食糧支
援，建物の建設などそれぞれの機関に役割がありま
す。一例ではありますがスライドにあるようなスケ
ジュールで活動していました。

４　語学学習について
　英語についてですが，要員として活動するために，

派遣要員の1日のスケジュール

時間 フフィィーールルドド日日 時間 オオフフィィスス日日
6:30頃 起床、朝食
7:40 宿舎を出発

車両3∼4台に分かれて現地スタッフと
共に難⺠キャンプへ

7:40 フィールドや向かうスタッフを確認
し、必要事項を申し送り

9:20頃 難⺠キャンプにある診療所へ到着 9:00 宿舎を出発
09:30 診療・コミュニティヘルス活動開始 9:00∼13:00頃 オフィスへ到着

資料の制作、会議への参加、診療所
に必要な薬剤や物品の調達、関係部
署との連携等を行う

15:00 診療・活動終了後、一日の出来事を共
有するため終礼実施、終了後PMOオ
フィスへ

13:00頃 昼食

17:00頃 PMOオフィスへ到着
診療所で入力したデータの確認、他要
員と情報共有や報告書の作成、PMO
にいるスタッフや他部門との業務の進
捗状況の確認および調整等を行う

14:00∼18:00頃 オフィス業務継続
フィールドから帰ってきたスタッフ
からの申し送りを聞き、データの確
認を行う

18:00頃 オフィス業務終了し宿舎へ以降プライベートタイム
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